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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

令和４年度世界自然遺産普及啓発事業

「やんばる・西表島図画コンクール」

貴子さんの絵がラッピングされた飛行機が沖縄の空を舞う

　１月 16 日（月）、那覇空港にて令和４年度世界自然遺産普及啓発事業 やんばる・西表島 図画コンクー

ル表彰式が行われました。「ヤンバルクイナとあそぼう」というタイトルでヤンバルクイナと子どもたちが

楽しく遊んでいる様子を描いた大宜味小１年生の上地貴子さんが沖縄県知事賞を　「見守ろう！やんばるの

森と生きものたち」というタイトルでヤンバルクイナの親子を見守っている様子を描いた大宜味小５年大

湾光さんが環境部長賞を受賞し表彰されました。

　また、表彰式とともに行われたラッピングお披露目式では、貴子さんと同じく県知事賞を受賞した上原

小学校３年生の仲村渠菜穂さん（竹富町）の作品が描かれた航空機が

登場し、会場を沸かせました。

　貴子さんたちの絵は琉球エアコミューター（RAC）DHC-8-Q400CC 機と

日本トランスオーシャン航空（JTA）ボーイング 737-800 型機の２機に

描かれており、RAC 機は 15 日午後の那覇発鹿児島与論行き、JAT 機は

17 日午前の那覇発宮古行きで就航が始まっています。

　貴子さんの描いた絵を多くの方たちが目にし、やんばる、西表の自

然に興味を持ち、世界自然遺産について広く知ってくれることでしょ

う。貴子さん、光さん受賞おめでとうございます！

大宜味小１年　上地貴子さん

大宜味小５年　大湾光さん環境部長賞
沖縄県知事賞
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２令和５年二十歳の集い

　１月４日（水）、大宜味村農村環境改善センターにおいて、令和５

年大宜味村二十歳の集いが行われました。今年の該当者は 18 名、そ

のうち 15 名が式典に出席しました。

　コロナウイルス感染拡大防止のため、激励交換会はなく式典も規模

縮小、感染対策を徹底しての開催となりました。

　スーツや袴、着物などの晴れ着で登場し、初々しくもステキな大人

になった姿を見せてくれました。

　新成人を代表し、川村海さんと照屋笑夏さんは「生まれ育った大宜味村で共に学び成長しあった 38

期の大切な仲間と新成人としての誓いを共にしていることを心から嬉しく思います。私たちは多くの

方々に支えられながら成長することができました。両親・家族、地域の皆様、先生方のおかげでここま

で立派に成長することができたこと心から感謝しております。これからも関わってくれる多くの方々へ

の感謝の気持ちを忘れず、成人としての決意を持ちながら、どんなことにも強く・たくましく前を向い

て頑張っていくことを誓います」とあいさつしました。

　式典後も仲間たちと写真を撮り合い談笑する青年たち。久々の再開に仲間たちとの話に花を咲かせて

いました。

令和５年　大宜味村「二十歳の集い」

３ わんぱく⑤ボウジムイ

第５弾 「ボウジムイに行こう！」

　１月 14 日 （土）、 令和４年度わんぱく体験団第５弾 「ボウジムイに行こう！」 が開催されました。

　一昨年から生涯学習講座やわんぱくで計画してきた活動ですが、 コロナや天候不良でこれまで実施することができませ

んでした。 今年こそのボウジムイ、 そして団員、 応援団の琉大生にとっては初めてのボウジムイ。 大宜味村にこんな場所

があるんだ、 山登り （ほぼハイキングですが） ってこんな体力を使うんだと感じることが今回の活動の目的です。

　最後まで元気なまま歩ききれるか （特に大人が）、 何かを感じることはできるのか？ とりあえず出発で～す。

令和４年度わんぱく体験団大宜味の名山へ…

　出発早々急な階段、開始早々息は切れ切れ。 思わず韻を踏みたく （踏んでない？） なるくらいきつい坂道。 最初は黙々

と登っていきます。 途中にイノシシが通った跡やひこばえ、 猪垣などがあり、 その都度講師の教育長から説明をしてもらい

ながら進みました。休憩地点では登りやすそうな大きな木があり、わんぱくたちは木登りにも挑戦。足場を確認しながらゆっ

くりと登っていきます。 見ている方はハラハラしましたが、 ロープを使って上手に降りることもでき、 いい経験ができました。

　お腹もすいてきましたが、 実は道のりはまだまだ序盤。 これから塩屋富士、 クガニ岳を経てボウジムイへと続きます。

　その後も登ったり下ったり、 いい景色を眺

めたりし、 今回の目的地ボウジムイに到着。

ゴツゴツした岩場で自分の場所を確保した

らいよいよお昼ご飯です。

　眼下に広がる森と海を眺めながら食べる

お弁当は格別でした。

　気持ちが良くて叫んでみたけど山びこは

返ってこなかった…この辺にはいないみたいね

　ボウジムイを過ぎたらゴールのイギミハキンゾーまではあと少し。 その間にもイノシシのぬた場 （イノシシのお風呂のような

場所） や戦時中に防空壕として使われていた岩場、 季節の植物を観察しました。 天候にも恵まれ、 ヒメサザンカやヤブ

ツバキを見ながら気持ちよくゴールすることができました。 たくさん歩いて疲れたはずなのに （イギミハキンゾーでは疲れたっ

て言ってた） 役場に戻ってから残りの時間はテニポン。 元気いっぱいの団員達でした。



大教委通信 No.３３７２０２３年 （令和５年） ２月１日大教委通信 No.３３７２０２３年 （令和５年） ２月１日

４（小）持久走大会・（中）道徳授業

地域の人に学ぶ地域のこと　大宜味中で地域人材活用道徳授業

　１月 10 日、17 日、24 日に大宜味中学校において「地域人材活用道徳授業」が行われました。

　大宜味中では村是「人材を以て資源となす」の具現化に努め生徒一人一人が地域を担う人材へと成長で

きるよう様々な学習を行っており、道徳科の授業では地域の人材を活用し多様性や深みのある授業の実施

に取り組んでいます。

　今回は地域講師として米須邦雄教育長がウミガメ、元大宜味小校長の宮城達也先生が島言葉、具志堅仁

一校長が沖縄の風習について授業を行いました。

　達也先生の授業では島言葉は「ai」「ae」が「ee」に変化するので「前（mae）」は「めー（mee）」と発

音することや形容詞の「い」が「さん」に変化し「甘い」が「甘さん」と表すことなどを教えてくれました。

　授業を終え生徒からは「今まで方言にはあまり興味がなかったけど、今日の話を聞いて興味が持てた」や、

「おじいちゃんやおばあちゃんが方言で話してくるときがあるので、覚えて話せるようになりたい」、「今

まで島言葉って必要か？と思っていたけど今日の授業を受けて面白いなと思えた。覚えるのは難しいけど、

伝統的な言葉を受け継いでいかなければと思った」などの感想があがりました。沖縄のことや地域のこと

について深く学べる授業となりました。

自分で立てた目標に向け自分と戦う…　大宜味小持久走大会

　１月 20 日（金）、大宜味小学校において校内持久走大会が行われました。

　ドキドキしながらも元気に走り出す児童たち。保護者や地域の方の声援を受け、自分で申告したタイ

ムを目指して一人一人が自分の力を出し切りました。

　新垣郁代校長先生は「体育の時間や休み時間を利用して練習しているみなさんのことを見ていました。

みんなが頑張る姿に元気と勇気をもらいました。みんなのおかげでとてもいい日になりました。ありが

とうございます」とあいさつしました。児童のみなさん、お疲れ様でした！！

　男子　　　　記録　　　女子　　　　記録

比嘉琉士　 １分 45 秒　平良日渉 　１分 42 秒

宮城飛友磨 ２分 39 秒　渡嘉敷花 　２分 42 秒

新垣温人　 ３分 36 秒　濱元朱莉 　３分 35 秒

松本永琉　 ３分 57 秒　比嘉琉野 　４分 22 秒

濱元大晴 　６分 02 秒　大湾　光 　７分 19 秒

名城太朗 　６分 09 秒　瑞慶山紗来 ６分 40 秒

各学年１位

１年生（400m）

２年生（600m）

３年生（800m）

４年生（1000m）

５年生（1500m）

６年生（1500m）

お知らせ・図書情報

新緑の塩屋湾を走ろう !

図書室情報 №42　2023 年（令和５年）2月
大宜味村図書室（旧大宜味小学校２F：村史編纂係内）

大宜味村字大宜味１番地　0980-44-3009　

利用状況累計

〇来室者数…のべ２,281 人

〇貸出冊数…4.096 冊

〇登録者数…１44 人

1 月の統計（1/26 まで）

〇来室者数…のべ 52 人

〇貸出冊数…112 冊

2 月図書室カレンダー　閉室日 ：

現在の蔵書数…6,765 冊

　来室の際はマスクの着用、手指の消毒、

できるだけ少人数でのご利用をお願いし

ます。体調の優れない方は来室を控えて

ください。

新着図書

９㎞コース左折

３㎞折り返し地点

３㎞コースは右折

５㎞コースは右折

５㎞折り返し地点

旧塩屋小学校

大会臨時
駐車場

９㎞コースは左折

会場

今年より５km コースが復活しました。

２０２３年４月１６日（日）開催

令和５年１月２６日（木）～２月２４日（金）申込
期間 当日消印有効

一
周塩屋湾　 トリムマラソン大会塩屋湾　 トリムマラソン大会第 45 回

お問い合わせ

　塩屋湾一周トリムマラソン大会事務局

　教育委員会内　☎0980-44-3006（担当：前田）

９ｋｍ  （塩屋湾一周コース）
　高校生以上／制限時間＝１時間３０分

５ｋｍ　（湾内折返し　田港コース）
　小学生以上／制限時間＝１時間１５分

３ｋｍ  （湾内折返し　屋古コース）
　幼児（１歳以上）／制限時間＝１時間

５

📚

📚

📚

📚

📚

父ちゃんの料理教室

女のいない男たち

新版 正しい家計管理

希望の教室　　

ラーゲリより愛を込めて 図書のリクエスト受付中‼

日 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28     

２月上旬　貸出予定の本
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６

村史編さんだより
第 142 号　2023 年 2 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

村史編さんだより

大宜味村史『写真集』　もくじ

第１章　年表で見る村の移り変わり

　　明治～大正・昭和（戦前）・昭和（戦後）・平成～令和／ 

　　17 字の公民館 ／ 主要施設 ／ 文化財及び記念物 ／

　　人口と世帯数

第２章　くらしと産業

　　日々の生業 ／ 生業から産業へ ／ かかりつけ医  —イ　

　　シャヌヤー（診療所） ／ くらしにかかせない水 ／ 

　　野辺送りに利用された龕 （ガン）／【コラム】渡野　　

　　喜屋（白浜）の賑わいと渡し船

第３章　日常の一コマ

　　区民の心の拠り所 共同売店 ／ 集落のたたずまい ／ 

　　郡道から軍道、国道へ ／ 日々の営み ／ 【コラム】テレ

　　ビが来た！

第４章　地域の絆・地域の力

　　地域の絆・地域の力 ／ 未来を照らす希望 子ども ／ 

　　【コラム】ユーフルヤー

第５章　教育・スポーツ

　　教育 ／ スポーツ

第６章　時代の肖像

　　海外移民 ／ 八重山移民 ／ 江洲開拓移住 ／

　　紡績女工 ／ 大宜味大工 ／ 波之上詣で ／ 【コラム】

　　世界のウチナーンチュ大会 —海外へ翔び立った大宜

　　味村出身者と母村の交流

第７章　古い写真で見る昔と今

　　むかしやあんしえったん —懐かしい昔の風景 ／ 

　　鳥の視点で見るいまむかし ／ 【コラム】時代の関　

　　門 —大国遂道（トンネル）

第 8 章　災害の爪跡

　　水害と復興の記録 1950 年代 ／ シャーロット台風

　　の被害状況 1959（昭和 34）年 ／ チリ地震津波

　　1960（昭和 35）年 ／ 史料に見る明治以降の大宜

　　味村の自然災害 ／ 各地域の防災訓練の様子

第 9 章　発展する大宜味村

　　農村総合整備モデル事業 ／ 大保ダム建設 ／ 塩屋湾

　　外海公有水面埋立事業（結の浜の創出） ／ 役場庁舎

　　の変遷 ／ 木造から鉄筋コンクリート造へ —大宜味

　　村公設質屋 ／ 塩屋大橋 ／ 小学校・中学校の変遷 

　　／ 保育所・幼稚園・こども園 ／ 辺土名高等学校

大宜味村史『写真集』が完成しました♪♪

　大宜味村史『写真集（Ａ４判 352Ｐ）』が出来上がりました！

　写真は村所有のほか、編さんだよりや区長会での呼びかけで集まった字

や個人所蔵の写真、研究者等の記録写真、公文書館など公共機関所蔵の写

真など約5,000点にも及ぶ写真が集まり、その中から約1,250枚を章のテー

マに沿って厳選し収録しました。また、初の試みとして、一部に白黒写真

のカラー加工を行い、よりリアルな画像を後世に残すことができました。

　「写真はもの言わぬ史実」と言われるように、一枚一枚から村の歴史と

人々の暮らしの表情、喜怒哀楽が伝わってきます。懐かしい古き良き原風

景から、発展し続ける現在までの時代の移り変わりが感じられる 1冊と

なっています。多くの皆さまの大切な写真や情報の提供など、ご協力あり

がとうございました。

※販売につきましては、金額等詳細が決まり次第お知らせします。

７ 村史編さんだより

塩屋大橋の工事を見守る親子。
アーチがつい て完成間近だ　1962（S37）年頃
　　　　　　　　　　　（沖縄県公文書館所蔵）

大正末期～昭和初期頃の謝名城豊年踊り 明るくたくましい
働き者のオッカーたち

（田嘉里）

何して遊ぶ？橋に腰かけ相談中の謝名城の
子供たち（沖縄県公文書館所蔵）

田嘉里集落第 11 班共同浴場　1942（S17）7 月 15 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮内公文書館所蔵）

ミーゾーガーで洗濯をする婦人（喜如嘉） 塩屋湾に浮かぶサバニ

おばあさんと少女（大保）

『写真集』からの
ひとコマ

田嘉里のウシンデーク

たくさんの写真の
提供、ありがとう
ございました♪♪
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「しまふとぅば」ぬくとぅ　85

　時の速さの違い

　2022 年の暮れから 2023 年の新しい年を迎えたと思ったらもう 2月になっている。時

の流れがとても速く感じる。このようなことをヤマトゥグチ（日本語）では「光陰矢の如し」と

表現する。同じようなことをウチナーグチ（沖縄語）では「月ぬ走いや馬ぬ走い」という。この

ことをある場所で発言した後にふと考えさせられた。ヤマトゥ（日本）とウチナー（沖縄）では

時の速さが違うのではないのか？

　月日の速さがヤマトゥでは矢のように速い。一方ウチナーでは馬のように速い。「矢」と「馬」

では速さが全く異なる。この二つの言葉が生まれた時代のことを考えてみた。「光陰矢の如し」

は恐らく鉄砲が伝来する以前には使われていたのではないか。「弓矢」は鉄砲が伝来する前の戦

では強力な武器であった。弓から放たれた矢は戰場においてかなりの威力を発揮し、その当時は

矢が一番速いものであったはずである。そして「光陰矢の如し」が生まれたのかも知れない。

　一方ウチナーの「月ぬ速いや馬ぬ速い」。歴史上の尚巴志による三山統一時の戦場では弓矢は

なかったのではないのか、と妄想した。馬は使われていたと思う。よって感覚的に一番速いもの

として馬が認知されたのかもしれない。南国沖縄は他所から見ると「時がゆっくり流れている」

とよく表現される。良いか悪いか「沖縄タイム」という言葉もその辺りから生まれたのだろう。

　ウチナーとヤマトゥでもう一つ対比したいのがある。それは家の床の間に何を飾るかである。

守礼の邦で平和を望むウチナーは文化の象徴である「三線」が飾られている。一方武の国？であ

るヤマトゥは「日本刀」である。

　かつては独立国家であった「琉球王国」が日本に併合されて１５０年近くになる。４５０年続

いた「琉球王国」に思いを馳せてみたい。

　　　～～　しまくとぅば忘りば　シマん忘りんでぃ　

　　　　　　　　しまくとぅば使てぃ　シマゆ起くさ　　～～

うみがーみー

　２月になりました。 プロ野球のキャンプも始まり県内も賑わってきました。 と言いつつ、最近の選手もチームすらもわからない。
近鉄バファローズ、 横浜ベイスターズがない、 いつの間に…。 令和なのに昭和の記憶のままです。

ルリハコベ：サクラソウ科今月の生きもの

　こんにちは～♪わたくしルリハコベです。

　小さくても目立っちゃう瑠璃色の花が素敵でしょ。この時期、

足元で花を咲かせみなさんの目を楽しませちゃう可愛いやつな

んです。こんな可愛いわたくしですが、実は毒を持っているの。

　魚毒作用があるから、昔は実のついた草を石でたたいて汁を

出し、魚やタコを捕る時に利用されていたんだって。人によっ

てはかぶれることもあるから気をつけて！ハコベという名前が

ついているけど、家畜にもあげないでね。

１日（水）区長会

４日（土）（中）U13・14 選手権（ﾊﾞｽｹ） ～５日

（中）県春季野球大会 ～５日、11 日

地区 P名護市大会

５日（日）大宜味村教育の日　学推実践報告会

（小中）日曜授業参観

６日（月）（小中）振替休日（2/5）

８日（水）（中）新入生保護者会

11 日（土）建国記念日

14 日（火）（小）県学力到達度調査

15 日（水）（中）県学力到達度調査

16 日（木）（園）保育参観・新入園児保護者説明会

定例教育委員会議

20 日（月）（小）新入生保護者説明会

23 日（木）天皇誕生日

25 日（土）（中）ﾊﾞｽｹ春季１年生大会 ～ 26 日

（中）ﾖﾈｯｸｽ・名護ｽﾎﾟｰﾂ杯ﾃﾆｽ大会 ～ 26 日

2 月 5 日

プロ野球の日


